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＜はじめに＞ 

 はじめまして、採用 2年目の眞木陸と申します。“陸”という名前には大陸のように広い心を持っ

て育ってほしいとの意味が込められていると昔、母から聞かされました。極度のめんどくさがりで

すが、大抵のことでは怒らないので意味どおりの人間に半分ぐらいはなれているのかなと思います。 

 上にも書いたように私は愛媛県出身の田舎者です。だからというわけではありませんが、都会よ

りも田舎の方が好きです。そんな私にとってつくばは都会すぎないのでとても過ごしやすく感じて

います。 

＜研究について＞ 

 大学の研究室ではため池堤体の耐震性評価をテーマに

振動実験や降雨実験といった模型実験を主に行っていま

した。研究室に入るまでは気にも留めていませんでした

が、ため池とは農業にとって必要不可欠である「水」を

貯めるための非常に重要な施設であることを研究の中で

実感し、それからはため池を対象に研究を行うことにや

りがいを感じるようになりました。 

農工研に採用されてから配属された地域防災ユニット

（現 地域防災グループ）でもため池の防災・減災技術の

開発を大きな研究目的の一つとしており、大学でやって

きたことと関連の深い研究分野で研究を進めていけることをうれしく感じています。現在は、降雨

がため池堤体にどのように浸透していくのかについて研究したいと考えています。大学では実験ば

かりやっていたので、数値解析や現地調査などの経験も農工研で積んでいきたいと考えています。 

＜趣味＞ 

 私は出不精なので休日は専ら家の中にひきこもっています。そのため、趣味というほどのことは

ありませんが、好きなことはゲームや読書、映画を見ることです。特にゲームは遠出をせずとも友

達と遊べるので割と長くやっています。小学校から高校までサッカーをやっていたのでスポーツの

中ではサッカーが一番好きです。長らく体を動かしていないので、情けない話ですが今やると 5 分

も走れないかもしれません。走り込みでも始めようかなと思います。 

眞木 陸（MAKI Riku） 
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今年、ため池の現地調査に同行させてもら
ったときの写真です。 
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